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大豆の培土に関す　る研究

－培土時期の限界について－

二　瓶　信　男・山　崎　慎　一

（宮城県鳥試・古川分場）

ま　え　か　き

今後の大豆作の方向は機緑化を中心とした省化的な増

収栽培でありすでに普及されつつある。したがっセこれ

までの麦間大豆が解消され大豆の播種期が遅くなる債向

にある。

培土効果については標播大豆に対して多くの試験がな

され，その効果についてすでに明らかにされている。し

かし晩播大豆の培土効果については，試験数も少なく不

明の点が多い。よって晩播培土の効果と限界を明らかに

するため，1964年に試験を行なったが，その結果につい

て報告する。

1試　験　方　法

品種ウゴダイズを供試し，条件を標播培土区，鯨培土

区，晩播培土区，無培土lメ：として行なった。

施肥量はアール当り成分で窒素120g，燐酸600g，

加里750g（硫安，過石．塩加使用）でそのほかに石灰

を製品で40的施し，いずれも耕起前に全面に手播し，ロ

ータリー耕で全層施肥とした。播種期は標播が6月2日

晩樺が6月24日で，栽植様式は90×40cmの1本立とし

た。

培土月日は標播6月26日（播種後24日）晩播が7月15

日（播種後21日）の第1複葉展開時で方法は第一複葉っ

け娘まで板を使用して行なった。土壌条件は沖積埴壌土
である。

2　試　験　結　果

開花時までの生育調査結果よ第1表の通りであり，摺

播では培土することにより・生育が極めて旺盛になり葉

は濃緑色で草丈茎の太さ・分枝数ともに優り生育農大

となったが・晩播では標播とは反対に培土することによ

り生育は緩慢となり・無培土区より著しく生育量が小さ
くなった。

開花時の調査結果は第2表に示したが，標播培土区で

第1表　生　育　調　査
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ほ培土された部分に著しい新展の発生が見られ，撮塵で

無培土の36郎こ対し54gと51グムも多く総則根長において

も同様で，棄面掛こおいてほ75％も多い生育状況を示し

茎葉乾物重も65％と多くな．〕た。

これに対し晩輔では前述同様，培土区の生育がガり，

板重では培土された部分にわずかの新根の発生を見たが
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重量においては大差なく総側板長も同様で，薬面槙では

無培土に対し69％と少なく茎葉乾物重も約半量で生育量

が極めて′トさくなった。

また，開花時に第3・4節間を水平切断し切断耐こ脱

脂綿をあてそれをビニールで包み，雨水等入らないよう

にし午後3時から翌日の午後3時までの24時間の溢泌液

量を同▼一株について連続4口間調査した結果について見

ると，標播区の4日間平均で無培土区の23gに対し36g

第　3　表　　収　穫　物　調　査
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と約60％も多く．1日平均でも5・8gに対し9・1gと多

い。測定した4日間についてみても培土区の減少度が無

培土区程急激でなく，これは新根の活力によるものと考

えられる。これに対し晩楢では培土区の溢泌液晶がわず

かに優ったが大差はなかった。

次に収穫物調査結果についてみると，第3表及び第1

図に示すように，標播培土では茎良分枝数ともに多く，

したがって1株当り乗数も多く完全粒重で36％と高い比
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第1図　収量調査結果

率を示し，百粒重も重く明らかに培土効果が見られた。

晩播培土では前述同様に生育が劣ったものの極端に着

帯が密となり，したがって，英数も多く完全粒重で23％多

い結果となり標播程ではないが培土の効果が見られた。

以上，要約すると晩稀では療播ほどの培土効果はない

こと，晩播することにより収量は再線的に低下する。ま

た，第2図は昭和29年に宮城農武で行なった生育時期別

培土と新板の発生数試験結果であるが，これをみると，

との時期に播種された大豆も7月5日までの培土であれ

は新板の発生が多くなる懐向にあるが，これより遅れ特
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第2国　生育時期別培土と新板の発生数

に7月15日以後の培土では新根の発生が急激に低下し培

土の効果が少なくなるようである。

また，これを大豆の生育相から見れば，花芽の分化が

終り，花芽形成から減数分裂期の最中にあり．これ以後

の培土では，かえって花芽形成に影響を与えるはかりで

培土の効果が少なくなることが考えられる。

したがって培土は7月5臥遅くとも7月15日まで完
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■丁すべきであり，播種期では6月下旬播の大豆に対する

培土が限界と考えられ，これ以上の晩播ではドリル播に

よる密植効果を狙うべきである。
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1ま　え　か　き

大豆は本県の畑作上欠くことの出来ない重要作物で

作付面椋も最大（27，000加）を占めているが，作付慣行，

品種雑駁，土地条件の劣悪等から10α当り収量は120吻

内外の低収となっているが，飛躍的増収を図るために

は，省力多収でなければならない。よって牽椎による安

定多収法と機線化一貫栽培法の確立が緊急の要務とされ

ている。本試験では作業機の性能及び精度等について個

別作業を主体として調査し，機扱化作業体系の資料を得

ようとして実施したので，その結果の概要を報告する。

2　試　験　方　法

1．作業の方法

刈取り（モ7－）一・集積（サイドレーキ）→運搬（ト

レラー）→脱穀（スレッシャー）

2．供託トラクター・作業機

シバウラS－17　　　モア－（刈巾1．5m）

フォードソソSD　　サイドレーキ

ト　レーラー

スレッシャー（関農塑）

3　試　験　条　件

（1傾　　所：岩手郡滝沢村砂込岩手農武は場

12）は場条件：火山灰土壌　平坦地

（31供試面疏：10α　長辺40m　短辺25m

（4俄植状態：（21×21×21×21）×42e邦＝5粂　粂播

株間12cm

（引供試品種：白目長菓

（6）生育状態

第1表　成熟期生育調査

可11・8
4　試　験　結　果

1．刈取作業

シバウラS－17ホイルトラクターの側面に刈巾1．5m

のモ7－を装着し，回行刈を実施したが，その作業速度

別作業性能は第2表のとおりである。

モ7－で刈取りを行なう場合，その時期が問題とな

る〕すなわち成熟期より遅くなるにしたがい，モアー及

びトラクター車輪の躇圧により裂葵割合の増加する傾向

で，10日内外で15％程度に急増し以後漸増する。作業速

度の遅速は作業精度に強く影響するが，0．4m／sec以下

ではモ7－の刃先へつまる状態で，2度刈りされるもの

が多くなり．モ7－による裂葵損失の割合が増加する。

1・2m／sce以上では，トラクタの操縦性が不安定とな

り，刈残量が多少増加する。大豆の切断高さは5～10e仇

で，最下分枝位置が，10C屈内外で特に問題がなかったが

生育の不揃なは場では，刈残しが増加するので特に最下

分枝位置の生育を揃える必要がある。刈刃の高さを一定

に保持する事が非常に困難であり，特には場面の凸凹の

多いほ場では刈残しが増加する。したがって刈取高さは

整一に規正する必要があるので，地面の凸凹に追随出来

るような案内車輪を装着すれば，操縦性が向上し，刈残

しも減少するものと思われる。

2．集碩作業


